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華奢な体を風になびかせ 
柔らかな笑顔で可憐に咲く 
この花は自分の力を知っているのだろうか 
無垢のものに命を吹き込み 
空よりも碧く、海よりも蒼い 
何とも交わることのない青を生み出す 
この花の無限の力はやがて歴史となり 
そして永遠のものとなる 
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世帯数 11,773戸 （＋８） 
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新
し
い
民
生

新
し
い
民
生
・
児
童
委
員
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す

児
童
委
員
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す 
新
し
い
民
生

新
し
い
民
生
・
児
童
委
員
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す

児
童
委
員
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す 
新
し
い
民
生
・
児
童
委
員
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す 

　
任
期
満
了
に
伴
う
藍
住
町
民
生
・
児
童
委
員
の
改
選

が
行
わ
れ
、
平
成
19
年
12
月
１
日
付
で
厚
生
労
働
大
臣

か
ら
次
の
方
々
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。 

　
民
生
委
員
に
相
談
の
あ
る
方
は
、
担
当
地
区
の
委
員

へ
気
軽
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
） 

河野　辰雄

東前川・前川・和
田・奥野東

田中佐世子

乾・乾分譲

藍原　節子

猪熊・猪熊北・矢
上前団地・矢上前
北団地

富岡　晴恵

大塚・東郷・西郷

米本　正子

原・光洋団地・四
軒屋・光洋精工寮

庄野　保守

中筋・西中筋・町
営原団地

�橋　　昭

龍池・龍池西自治
会

�畑シナ子

龍池北自治会・龍
池東自治会・町営
敷地団地

三木　幸代

敷地東・敷地西・
藍愛自治会

小川　文子

名田西・名田東・
名田団地

山田貴美子

徳命東・徳命西

黒上　�男

小塚西・小塚東・
小塚団地・南小塚・
名田橋ハイツ

佐藤　和夫

前須東・前須西

佐野　博子

祖母ケ島西・祖母
ケ島東・雇用促進
住宅・陽光台団地

久次米清春

西乾・町営中富団
地

吉本　悦子

本村（西）

矢口　岩一

本村（東）・本村
中団地

上原　　宏

竹ノ瀬北・成瀬南・
成瀬北・穂実団地

片山佳代子

若葉台・北傍示団
地・中新田団地

柳野　佳一

成瀬南団地・藍寿
苑・竹ノ瀬南・藍
西団地・竹ノ瀬南
団地

野田　　稔

新居須北・新居須
南・新居須北団地・
新居須西団地
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大西　俶子

成長南団地・中成
長団地・こばと団
地・友成ハイツ・
勝瑞団地

上野　　進

南成長団地・成長
平和団地・成長団
地・ニュータウン
西勝地

澤村　喜代

幸島団地・幸島会
北・県営幸島団地・
正喜地西団地

一島　朝子

みどりヶ丘団地・
リッチランド

中野　惣吉

正喜地・専売団地・
正喜地団地

古津　和美

勝瑞東・勝瑞西・
林アパート

山本きみ子

江ノ口西・江ノ口東・
江ノ口・ゆたか団地・
町営安任北団地・町
営江ノ口団地

久保田幹子

笠木団地・寿団地・
東野団地・笠木東
野団地

岡田　一夫

笠木西・町営安任
団地・瑞穂西団地

澤　　信行

町営笠木団地・笠
木東・杉尾自治会・
杉尾東団地

佐藤　正一

馬木南・町営馬木
団地・南陽団地・
馬木西地団地

近藤ヤス子

新田東・馬木東・
馬木西・ロイヤル
ハイツ

穴山　晴三

すみよし団地

板東　菊子

奥野ニュータウ
ン・住吉中央団地・
神蔵団地

藤井　　進

住吉中筋西・池ノ
淵・住吉中筋東・
若宮団地・若宮ふ
れあい団地・畑中

藤井　清子

千鳥東自治会・宮
内・中村・町営中
村団地

横井　和子

住吉第３団地・藤
ノ木団地・藤ノ木
台団地・南藤ノ木
団地

吉本　邦利

敷地・瑞穂団地・
住吉北団地・珍成

安�　トヨ子

乙瀬北・乙瀬東・
中田団地・町営乙
瀬団地・大住ハイ
ツ・乙瀬乾団地

鈴江　裕治

安任

木内　幟明

春日・春日東・春
日北・春日森団地・
新春日森団地

中山　重喜

矢上西・双葉団地・
シーリングテクノ
社宅

生越由美子

矢上北・大住ビル

濱　　英子

矢上原第１団地・
矢上原・矢上原第
２団地

黒田　一夫

町内全域

河野　　学

町内全域

石川　和美

町内全域

永井ミチヨ

乙瀬中・乙瀬団地・
青木西団地・青木
団地

一宮チヱ子

乙瀬西・青木北団
地・出来地東団地・
出来地西団地

主
任
児
童
委
員
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成
人
式
の
ご
案
内 

次
の
日
程
で
成
人
式
を
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
出
席
く
だ
さ
い
。 

会場位置図 

N
み
ど
り
の
広
場
 

商
工
会
 

藍
住
町
合
同
庁
舎
 

藍 住 中 学 校  

図書館  
駐車場  

女性
セン
ター
 

（通
行止
） 

送迎
車の
み進
入可
 
福祉福祉 
 センターセンター 
 町民会館町民会館 

福祉 
 センター 
 町民会館 

　

経
済
産
業
省
で
は
、
工
業
統
計
調
査
を
平

成　

年　

月　

日
現
在
で
実
施
し
ま
す
。

19

１２

３１

　

工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む
事
業

所
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
活
動
実
態
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
調
査
し
ま

す
。

　

調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
行

政
施
策
の
重
要
な
基
礎
資
料
と
し
て
利
用
さ

れ
る
と
と
も
に
、
企
業
、
大
学
な
ど
で
の
研

究
資
料
、
小
・
中
・
高
等
学
校
の
教
材
な
ど
、

広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

皆
さ
ま
か
ら
ご
提
出
し
て
い
た
だ
く
調
査

票
に
つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
調
査
内

容
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
な

ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

●問
 
 
企
画
調
整
課
（
�
６
３
７
・
３
１
２
４
）

製
造
事
業
所
の
皆
さ
ま
へ

　
　

月　

日
に
臨
時
議
会
を
開
催
。
職
員
の

11

26

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

審
議
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

臨
時
議
会
開
催

　

任
期
満
了
に
伴
う
藍
住
町
議
会
議
員
一
般

選
挙
を
平
成　

年
２
月　

日
（
日
）
に
行
う

２０

17

予
定
で
あ
り
、
こ
の
選
挙
の
立
候
補
予
定
者

説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

関
係
者
の
方
は
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

日
時　
　

平
成　

年
１
月　

日
（
木
）

２０

17

　
　
　
　

午
前　

時
か
ら

10

場
所　

農
業
振
興
セ
ン
タ
ー　
　

●問
 
 
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
�
６
３
７
・
３
１
２
６
）

藍
住
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

藍
住
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
の

　
　
　

立
候
補
予
定
者
説
明
会

　

阪
神
・
淡
路
大
震

災
で
は
旧
耐
震
構
造

の
木
造
住
宅
が
多
数

倒
壊
し
、
多
く
の
尊

い
命
が
犠
牲
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
教
訓
に
本
町
で
は
減

災
の
第
一
歩
と
し
て
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修

事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
を
守
り
、
大
切
な
家
族
を
守
る
た

め
に
も
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
の
実
施
を
お

勧
め
し
ま
す
。　

な
お
、
耐
震
診
断
・
耐
震
改

修
事
業
の
申
込
み
期
間
を
1
か
月
延
長
し
、

　

月　

日
を
申
込
期
限
と
し
ま
し
た
の
で
、

１２

２８

一
度
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

●問
 
 
総
務
課
（
�
６
３
７
・
３
１
１
１
）

　
　

月
は

１２
国
民
健
康
保
険
税
（
５
期
）

の
納
付
月
で
す
。

納
期
限
は
、　

月　

日
で
す
。

１２

２５

　

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

【
今
月
は
介
護
保
険
料
の
納
付
月
で
す
】

◎
普
通
徴
収
の
方
…
…
納
付
期
限
、　

１２

月　

日
ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

２５
◎
特
別
徴
収
の
方
…
…
受
給
年
金
か
ら
自

動
的
に
天
引
き
さ
れ
納
付
と
な
り
ま
す
。

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
前
日

ま
で
に
口
座
へ
ご
入
金
く
だ
さ
い
。

●問
 
 
税
務
課
（
�
６
３
７
・
３
１
１
７
）

木木木木木木木木木木
造造造造造造造造造造
住住住住住住住住住住
宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅
のののののののののの
耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐
震震震震震震震震震震
診診診診診診診診診診
断断断断断断断断断断
をををををををををを
受受受受受受受受受受
けけけけけけけけけけ
てててててててててて

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を
受
け
て

耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐
震震震震震震震震震震
改改改改改改改改改改
修修修修修修修修修修
をををををををををを
しししししししししし
まままままままままま
せせせせせせせせせせ
んんんんんんんんんん
かかかかかかかかかか

耐
震
改
修
を
し
ま
せ
ん
か

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を
！

日　

時　

平
成　

年
１
月　

日（
日
）

２０

１３

　
　
　
　

午
前　

時
（
午
前　

時
受
付
）

１１

１０

場　

所　

町
民
会
館　

＊
記
念
撮
影
は
、
式
典
終
了
後
に
行
い
ま

す
。

＊
住
民
票
が
他
市
町
村
に
あ
っ
て
も
、
藍

住
町
で
の
成
人
式
に
出
席
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

＊
当
日
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
会

場
周
辺
は
下
記
の
↓
の
と
お
り
一
方
通

行
と
な
り
ま
す
。

　

お
車
の
駐
車
は
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
周
辺
お

よ
び
合
同
庁
舎
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●問
 
 
教
育
委
員
会
（
�
６
３
７
・
３
１
２
８
）
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「「「「「「「「「「「「「「「「
特特特特特特特特特特特特特特特特
別別別別別別別別別別別別別別別別
養養養養養養養養養養養養養養養養
護護護護護護護護護護護護護護護護
老老老老老老老老老老老老老老老老
人人人人人人人人人人人人人人人人
ホホホホホホホホホホホホホホホホ
ーーーーーーーーーーーーーーーー
ムムムムムムムムムムムムムムムム
藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍
寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿
苑苑苑苑苑苑苑苑苑苑苑苑苑苑苑苑
」」」」」」」」」」」」」」」」

「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
藍
寿
苑
」　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

給給給給給給給給給給給給給給給給
食食食食食食食食食食食食食食食食
業業業業業業業業業業業業業業業業
務務務務務務務務務務務務務務務務
のののののののののののののののの
委委委委委委委委委委委委委委委委
託託託託託託託託託託託託託託託託
先先先先先先先先先先先先先先先先
募募募募募募募募募募募募募募募募
集集集集集集集集集集集集集集集集

給
食
業
務
の
委
託
先
募
集

　

近
年
の
生
活
水
準
の
高
ま
り
や
、
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
伴
い
、
人
々
の
消
費
に

対
す
る
意
識
が
大
き
く
変
わ
り
、
ご
み
の
質

も
多
様
化
す
る
と
と
も
に
、
排
出
量
も
年
々

増
加
傾
向
に
あ
り
、
ご
み
の
資
源
化
や
減
量

化
は
行
政
の
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
も
９
月
か
ら
指
定
ご
み
袋

制
を
実
施
し
、
皆
さ
ん
に
分
別
の
徹
底
や
減

量
化
を
お
願
い
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
下
の
表

の
と
お
り
ご
み
の
減
量
に
大
き
な
成
果
が
上

が
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
ご
み
の
排
出
に
つ
い
て
、
一
層
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
み
の
分
別
と
減
量
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

燃やせるごみ搬入量

11　月10　月9　月
　　　　　月

年度　　　　

703ｔ758ｔ704ｔ平成18年度

618ｔ645ｔ543ｔ平成19年度

△85ｔ△113ｔ△161ｔ比　　　較

12％減15％減23％減増 減 比 率

年
金
加
入
記
録
の
確
認
に
つ
い
て

年
金
加
入
記
録
の
確
認
に
つ
い
て

　

年
金
加
入
記
録
に
つ
い
て
の
ご
相
談
に

つ
い
て
は
、
県
内
の
社
会
保
険
事
務
所
の

窓
口
で
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
専
用
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
も
確

認
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
年
金
記
録
照
会
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

「
ね
ん
き
ん
あ
ん
し
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」

　

�
０
１
２
０
・
６
５
７
８
３
０　

　

基
礎
年
金
番
号
や
生
年
月
日
を
お
尋
ね

し
、
後
日
回
答
票
を
郵
送
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

○
お
手
元
に
届
い
た
回
答
票
の
お
問
い
合

わ
せ
や
一
般
の
年
金
相
談
は

　

「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
へ

　

�
０
５
７
０
・
０
５
・
１
１
６
５

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
社

会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
:/
/

w
w
w
.s
ia
.g
o
.jp
/
)

か
ら
、
ユ
ー
ザ

Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
取
得
（
２
週
間

程
で
郵
送
さ
れ
ま
す
）
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
、
い
つ
で
も
年
金
記
録
が
パ
ソ
コ

ン
で
確
認
で
き
ま
す
。

●問
 
 
徳
島
北
社
会
保
険
事
務
所

（
�
６
５
５
・
０
２
０
０
）

　

勝
瑞
駅
前
の
駐

輪
場
内
に
お
け
る

長
期
間
の
放
置
自

転
車
や
バ
イ
ク
等

は
、
町
条
例
の
規

定
に
基
づ
き
、　

１０

月　

日
に
町
と
防

２２
犯
推
進
委
員
に
よ

り
撤
去
保
管
し
ま

し
た
。
心
当
た
り

の
あ
る
方
は
次
の

と
お
り
引
き
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。   

　
返
還
方
法

○
建
設
産
業
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
返
還
時
間　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
祝
日

を
除
く
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

○
返
還
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
も
の

①
自
転
車
等
の
鍵　

②
印
鑑　

③
住
所
氏
名

を
確
認
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
、
学
生

証
等
）
④
撤
去
保
管
費
用
２
、
０
０
０
円

　
●問
 
 
建
設
産
業
課
（
�
６
３
７
・
３
１
２
２
）

放放放放放放放放放放放放放放
置置置置置置置置置置置置置置
自自自自自自自自自自自自自自
転転転転転転転転転転転転転転
車車車車車車車車車車車車車車
等等等等等等等等等等等等等等
をををををををををををををを
撤撤撤撤撤撤撤撤撤撤撤撤撤撤
去去去去去去去去去去去去去去
保保保保保保保保保保保保保保
管管管管管管管管管管管管管管
しししししししししししししし
てててててててててててててて
いいいいいいいいいいいいいい
まままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすす

放
置
自
転
車
等
を
撤
去
保
管
し
て
い
ま
す

生活環境課
から

　

平
成　

年
４
月
か
ら
「
特
別
養
護
老
人

２０

ホ
ー
ム
藍
寿
苑
」
の
給
食
業
務
を
民
間
に

委
託
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
委
託
先
と
な

る
事
業
者
を
平
成　

年
１
月
に
一
般
公
募

２０

で
募
集
し
ま
す
。

　

委
託
先
と
な
る
事
業
者
の
募
集
要
項
、

業
者
選
定
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
は
、

　

月　

日
（
月
）
以
降
に
町
Ｈ
Ｐ
、
企
画

１２

１７

調
整
課
で
公
表
す
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
要
項
等
の
内
容
に
つ
い
て
、
事

前
の
問
い
合
わ
せ
は
御
遠
慮
く
だ
さ
い
。
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福
祉
手
当
の
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く
�

　

町
内
に
は
、
中
央
保
育
所
、
東
保
育
所
、

西
保
育
所
の
３
つ
の
保
育
所
が
あ
り
ま
す
。

　

３
保
育
所
と
も
０
歳
児
か
ら
３
歳
児
ま
で

の
保
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
保
育
時
間
は

午
前
７
時　

分
か
ら
午
後
６
時
ま
で
と
な
っ

３０

て
い
ま
す
が
、
ご
希
望
に
よ
り
、
午
後
７
時

ま
で
の
延
長
保
育
が
可
能
で
す
。

●
申
請
期
間　
　

月　

日
（
水
）・　

日
（
木
）

１２

１９

２０

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
申
請
場
所　

入
所
を
希
望
す
る
保
育
所

　

本
町
で
は
、
重
度
心
身
障
害
者
や
母
子
家

庭
等
を
対
象
と
し
て
、
毎
年　

月
に
７
千
円

１２

の
福
祉
手
当
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
受
給
者
で
、
本
年
も
受
給
要
件
に

該
当
す
る
方
に
は
、
個
人
宛
に
申
請
書
を
送

付
し
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
に
受
給
さ
れ
て
い

な
い
方
で
次
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
、

早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

（
申
請
書
は
、福
祉
課
に
備
え
て
い
ま
す
。）

【
受
給
要
件
】

●
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
の
交
付
を
受

け
て
い
る
方

●
療
育
手
帳
の
Ａ
ま
た
は
Ｂ
１
の
交
付
を
受
け

て
い
る
方
を
扶
養
し
て
い
る
保
護
者
の
方

●
児
童
相
談
所
等
に
お
い
て
知
能
指
数
が　
50

以
下
と
判
定
さ
れ
た
方
を
扶
養
し
て
い
る

保
護
者
の
方

●　

歳
未
満
の
子
供
を
養
育
す
る
母
子
家
庭

１８等
の
方　

●　

歳
未
満
の
交
通
遺
児

１８
●
疾
病
等
に
よ
り
、
お
お
む
ね
１
年
以
上
ね

た
き
り
の　

歳
以
上
の
方
を
常
に
介
護
し

６５

て
い
る
家
族
の
方

※
基
準
日
は
、　

月
１
日
と
し
ま
す
。

１２

【
お
受
け
取
り
日
・
場
所
】

●　

月　

日
（
金
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

１２

２1

　

住
民
相
談
室
（
福
祉
課
横
）

●問
 
 
福
祉
課
（
�
６
３
７
・
３
１
１
４
）

平
成　

年
度　

保
育
所
入
所
申
込
受
付

２０

●
対
象
児
童　

町
内
に
在
住
し
、
住
民
基
本

台
帳
に
登
録
ま
た
は
外
国
人
登
録
さ
れ
て

い
る
家
庭
で
、
保
護
者
の
仕
事
や
家
庭
事

情
で
保
育
に
欠
け
る
０
歳
か
ら
満
３
才
ま

で
の
児
童
。

　

な
お
、
申
込
に
必
要
な
入
所
申
込
様
式
は

町
立
３
保
育
所
お
よ
び
福
祉
課
に
備
え
て
い

ま
す
。

●問
 
 
福
祉
課
（
�
６
３
７
・
３
１
１
４
）

「「「「「「「「「「高高高高高高高高高高齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢者者者者者者者者者者にににににににににに対対対対対対対対対対すすすすすすすすすするるるるるるるるるる虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐待待待待待待待待待待」」」」」」」」」」 おおおおおおおおおお気気気気気気気気気気軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽ににににににににににごごごごごごごごごご相相相相相相相相相相談談談談談談談談談談をををををををををを「高齢者に対する虐待」　お気軽にご相談を

　虐待は、たたいたり、食事

を与えなかったりという目

に見えるものだけではあり

ません。高齢者虐待とは、高

齢者の心や身体（からだ）に

深い傷を負わせる、基本的な

人権の侵害や尊厳を奪うこ

となどを言います。

　また、高齢者の虐待は高齢

者の擁護（介護･世話）をし

ている家族、同居人等や養介

護施設の従事者等から、右の

ような行為を受けることを

いいます。

　このような高齢者に対す

る虐待がありましたら、藍住

町地域包括支援センター（保

健センター内）保健センター、

社会福祉協議会へお気軽に

ご相談ください。また、擁護

者でこうしたことに悩んで

おられましたらご相談くだ

さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●問  藍住町地域包括支援センター　（� 637・3175）

身体的虐待 

身体的虐待 
高齢者の身体に、外傷な

ど暴行をくわえること。 

性的虐待 
高齢者にわいせつな行為を

したり、させたりすること。 

心理的虐待 
高齢者のに暴言を

吐く、無視するな

どの心理的な威圧

を与えること。 

経済的虐待 
高齢者の親族が高

齢者の財産を勝手

に処分して与えな

いこと。 

介護・世話の放棄・放任（ネグレクト） 
高齢者に食事を与えない、生活に必

要な世話をしないこと。 

心理的虐待 

性 的 虐 待  経済的虐待 

介護・世話 
　の放棄・放任 
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国国国国国国国国国国営営営営営営営営営営吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉野野野野野野野野野野川川川川川川川川川川下下下下下下下下下下流流流流流流流流流流域域域域域域域域域域農農農農農農農農農農地地地地地地地地地地防防防防防防防防防防災災災災災災災災災災事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業のののののののののの測測測測測測測測測測量量量量量量量量量量とととととととととと地地地地地地地地地地質質質質質質質質質質調調調調調調調調調調査査査査査査査査査査国営吉野川下流域農地防災事業の測量と地質調査

　国営吉野川下流域農地防災事業南部幹線水路の計画に向け、富吉地区と乙瀬地区で、１２月中旬から測量と地

質調査を計画しています。測量、地質調査の作業は、来年２月下旬まで行う予定です。関係者の方にご迷惑が

かからないよう、また、農作業や農作物に支障が生じないよう注意して行いますので、皆さんのご理解ご協力を

よろしくお願いします。

［ 測量範囲 ］

  穂実・出来地の町道乙瀬竹ノ瀬線から

  町道乙瀬南北線間の道路とその周辺

●農林水産省 中国四国農政局

　四国東部農地防災事務所

　工事第一課　井上、加藤、増永

　（�６７２・５２５２）

●建設産業課　大塚、久尾

　（�６３７・３１２２）

●問 

【【【【【【【【【【国国国国国国国国国国営営営営営営営営営営吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉野野野野野野野野野野川川川川川川川川川川下下下下下下下下下下流流流流流流流流流流域域域域域域域域域域農農農農農農農農農農地地地地地地地地地地防防防防防防防防防防災災災災災災災災災災事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業ととととととととととはははははははははは】】】】】】】】】】【国営吉野川下流域農地防災事業とは】

国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区はははははははははははははははははははははははははははははははは良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質なななななななななななななななななななななななななななななななな農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水をををををををををををををををををををををををををををををををを確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすするるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業でででででででででででででででででででででででででででででででですすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。国営総合農地防災事業／吉野川下流域地区は良質な農業用水を確保する事業です。

　農業用水路布設工事を行います。

工事区域　左図参照

工事期間　平成20年３月まで（予定）

工事概要　管渠推進工（延長約330ｍ）

　工事期間中は、工事区域内で町道の一時通行止め

等の交通規制を実施する予定です。

　近隣にお住まいの方や道路を通行される方にはご

迷惑をおかけしますが、ご協力をお願いします。

　

○施　工　者　　㈱竹中土木　富吉作業所

　　　　　　　　　　　　　　　（� 678・3930）

○発　注　者　　中国四国農政局

　　　　　　　　四国東部農地防災事務所

　　　　　　　　　　工事第三課　川原、伊賀上

　　　　　　　　　　　　　　　（� 672・5252）

○建設産業課　　大塚、久尾　　（� 637・3122）

柿原、第十に設ける取水口から吉野川のきれいな水を農業用水として安定してお届けします。

●問 
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恒
久
平
和
を
願
い　

戦
没
者
追
悼
式
を
挙
行

　

徳
島
県
へ
の
定
住
や
交
流
、
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
げ
る
た
め
の
、
Ｐ
Ｒ
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
が
で
き
ま
し
た
。
県
東
部
各
地
域
の
様
子

や
定
住
者
の
声
、
Ｕ
タ
ー
ン
者
の
受
入
環
境

な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

県
外
在
住
の
多
く
の
本
町
出
身
者
の
方
々

に
見
て
も
ら
え
る
よ
う
、
町
内
出
身
者
を
対

象
と
し
た
小
・
中
・
高
の
同
窓
会
や
ふ
る
さ

と
会
な
ど
の
事
務
局
の
方
に
、
配
布
に
つ
い

て
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

同
窓
会
な
ど
の
開
催
案
内
を
来
年
３
月
ま

で
に
発
送
す
る
予
定
が
あ
り
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
同
封
に
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る
事
務
局

　

世
界
平
和
記
念
日
の　

月　

日
に
合
同
庁

１１

１１

舎
４
階
町
民
シ
ア
タ
ー
で
、
戦
没
者
追
悼
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
遺
族
を
は
じ
め

２
０
０
人

を
超
え
る

関
係
者
の

出
席
が
あ

り
、
４
４

５
柱
の
御

霊
の
冥
福

を
祈
り
ま

し
た
。

　

式
典
に
先
立
ち
、
菊
花
で
飾
ら
れ
た
祭
壇

に
遺
族
を
代
表
し
て
南
節
子
さ
ん
（
徳
命
）、

矢
野
初
子
さ
ん
（
矢
上
）
に
よ
る
献
燈
が
行

わ
れ
、
石
川
町
長
、
宮
本
武
文
住
吉
遺
族
会

会
長
、
東
小
学
校
６
年
大
野
志
伊
奈
さ
ん
が

そ
れ
ぞ
れ
献
花
を
行
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
石
川
町
長
を
は
じ
め
来
賓
の

方
々
や
、
東
小
学
校
６
年
別
所
将
弘
さ
ん
か

ら
追
悼
の
言
葉
や
平
和
へ
の
誓
い
が
述
べ
ら

れ
、
最
後
に
遺
族
を
代
表
し
て
白
川
潔
藍
園

遺
族
会
会
長
か
ら
お
礼
の
言
葉
が
あ
り
、
厳

か
な
内
に
終
了
し
ま
し
た
。

徳
島（
ふ
る
さ
と
藍
住
）で
住
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
同

封
し
て
い
た
だ
い
た
際
に
は
、
送
付
に
か
か

る
費
用
と
し
て
、
１
通
あ
た
り　

円
を
上
限

９０

に
助
成
い
た
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
申
請
に
必
要
な
も
の

　
 
・
助
成
金
申
込
書
（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
一

緒
に
送
付
し
ま
す
）　

　

・
県
外
送
付
分
の
領
収
書

＊
営
利
目
的
、
そ
の
他
公
序
良
俗
に
反
す
る
送
付

物
へ
の
同
封
は
助
成
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

●問
 
 
企
画
調
整
課
（
�
６
３
７
・
３
１
２
４
）

　

四
国
電
力
㈱
徳
島
支
店
か
ら　

月　

日
、

10

23

街
路
灯
７
灯
の
寄
贈
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
街
路
灯
寄
贈
は　

年
前
か
ら
「
よ
ん

16

で
ん
グ
ル
ー
プ
ふ
れ
あ
い
旬
間
行
事
」
の
一

街
路
灯
寄
贈
を
受
け
、
よ
り
明
る
く
安
全
な
町
へ

環
と
し
て
、
明
る
く
安
全
な
町
づ
く
り
に
寄

与
す
る
た
め
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
で

は
、
今
回
寄
贈
さ
れ
た
街
路
灯
を
町
道
に
設

置
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
　

月　

日
、
第
１
回
あ
い
ず
み
フ
ァ
ミ

１１

１８

リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ

れ
、
家
族
連
れ
等
約
１
２
０
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
あ
い
ず
み
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
毎
年
行
っ
て
い
た
藍

住
町
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
、
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
よ
り
多
く
の
方
に
参

加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

た
も
の
で
す
。

　

第
１
回
目
と
い
う
こ
と
で
、
参
加
者
全
員

で
の
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
や
ビ
ン
ゴ
大
会
が
行

わ
れ
た
ほ
か
、
シ
ャ
ッ
フ
ル
ボ
ー
ド
な
ど
の

種
目
に
、
子
ど
も
た
ち
が
列
を
作
っ
て
い
ま

し
た
。

　

最
近
、
子
ど
も
た
ち
の
室
内
遊
び
の
増
加

に
よ
る
外
遊
び
の
減
少
や
子
ど
も
を
狙
う
犯

罪
の
増
加
な
ど
が
原
因
で
、
体
力
の
低
下
が

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
体
力
は
、
人

間
の
活
動
の
源
で
あ
り
、
健
全
な
発
達
・
成
長

を
支
え
、
充
実
し
た
生
活
を
送
る
上
で
大
変

重
要
な
も
の
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が

運
動
・
ス
ポ
ー
ツ

に
楽
し
み
な
が
ら

親
し
む
機
会
を
意

識
し
て
確
保
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

�

家

族

み

ん

な

で

楽

し

ん

だ

�

第
１
回
あ
い
ず
み
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

シャッフルボード

　

ポ
イ
捨
て
等
犬
の
ふ
ん
害
防
止
に
関
す
る

条
例
の
施
行
以
降
、
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
員

に
よ
る
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
い
ろ
い
ろ
な
啓
発
活
動
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
、
こ
の
条
例
が

正
し
く
守
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
ず
、
特
に

た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て
、
犬
の
ふ
ん
の
放
置
に

つ
い
て
は
住
民
か
ら
の
苦
情
が
絶
え
な
い
こ

環環環環環環環環環環環環環環
境境境境境境境境境境境境境境
ボボボボボボボボボボボボボボ
ララララララララララララララ
ンンンンンンンンンンンンンン
テテテテテテテテテテテテテテ
ィィィィィィィィィィィィィィ
アアアアアアアアアアアアアア
がががががががががががががが
ポポポポポポポポポポポポポポ
イイイイイイイイイイイイイイ
捨捨捨捨捨捨捨捨捨捨捨捨捨捨
てててててててててててててて
・・・・・・・・・・・・・・
犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬
のののののののののののののの
ふふふふふふふふふふふふふふ
んんんんんんんんんんんんんん
害害害害害害害害害害害害害害
防防防防防防防防防防防防防防
止止止止止止止止止止止止止止
呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼
びびびびびびびびびびびびびび
かかかかかかかかかかかかかか
けけけけけけけけけけけけけけ

環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
ポ
イ
捨
て
・
犬
の
ふ
ん
害
防
止
呼
び
か
け

と
か
ら
、
町
内
の
学
校
と
公
園
の
周
辺
を
重

点
に
行
い
ま
し

た
。
こ
の
活
動

を
通
じ
て
、
少

し
で
も
マ
ナ
ー

が
守
ら
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

活
動
を
す
る
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
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全
国
体
育
指
導
委
員
研
究
大
会
功
労
者
表
彰

　

第　

回
献
血
運
動
推
進
全
国
大
会
に
お
け
る
厚
生
労
働
大

４３

臣
表
彰
の
伝
達
式
が
、　

月
７
日
徳
島
県
庁
講
堂
で
行
わ
れ

１１

藍
住
町
献
血
グ
ル
ー
プ
（
藍
住
町
）
に
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
献
血
時
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

い
る
献
血
者
の
方
を
は
じ
め
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
婦
人

会
の
皆
さ
ん
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　

月
８
日
に
新
潟
市
で
第　

回
全
国
体
育
指
導
委
員
研
究

１１

４８

協
議
大
会
が
開
催
さ
れ
、
藍
住
町
体
育
指
導
委
員
、
北
島 
孝

氏
（
住
吉
）
が
社
団
法
人
全
国
体
育
指
導
委
員
功
労
者
表
彰

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
島
氏
は
、
平
成
元
年
か
ら
本
町
体
育
指
導
委
員
と
し
て

本
町
の
体
育
振
興
や
町
民
の
健
康
増
進
に
貢
献
さ
れ
た
功
績

が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

献
血
グ
ル
ー
プ（
藍
住
町
）に
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

中
国
・
四
国
地
区
子
ど
も
会
連
絡
協
議
会
表
彰

　
　

月　

日
に
開
催
さ
れ
た
第　

回
中
国
・
四
国
地
区
子
ど
も

１１

１０

３８

会
育
成
研
究
協
議
会
鳥
取
大
会
で
、
谷
野
桂
一
郎
氏
（
矢
上
）

が
、
中
国
・
四
国
地
区
子
ど
も
会
連
絡
協
議
会
表
彰
を
受
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

谷
野
氏
は
昭
和　

年
度
か
ら
、
地
区
親
子
会
や
親
子
会
本
部

６０

役
員
と
し
て
、
長
い
間
子
ど
も
会
活
動
の
指
導
、
育
成
に
尽
力

す
る
一
方
、
親
子
会
活
動
を
通
し
て
児
童
の
健
全
育
成
に
多
大

な
貢
献
を
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

北島　孝 氏

谷野桂一郎 氏

納　

税　

功　

労　

者　

表　

彰

　
　

月　

日
、
県
庁
で
平
成　

年
度
納
税
功
労
者
表
彰
式
が
開

１１

１９

１９

催
さ
れ
、
大
西
敏
生
氏
（
勝
瑞
）
が
知
事
表
彰
を
受
け
ら
れ
た

ほ
か
に
、
田
中
久
郎
氏
（
徳
命
）
も
徳
島
県
納
税
貯
蓄
組
合
連

合
会
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
両
氏
が
多
年
に

わ
た
り
振
替
納
税
・
完
納
促
進
に
努
め
ら
れ
、
税
務
行
政
の
円
滑

化
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

町
と
し
て
も
、
負
担
の
公
平
性
に
つ
い
て
厳
し
い
目
が
向
け

ら
れ
て
い
る
今
日
、
永
年
に
わ
た
り
納
税
意
識
の
高
揚
に
努
め

ら
れ
た
、
両
氏
の
ご
尽
力
に
敬
意
を
表
し
、
一
層
の
ご
活
躍
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

大西敏生 氏

更
生
保
護
協
力
者
に
表
彰
状

　
　

月
７
日
、
県
郷
土
文
化
会
館
に
お
い
て

１１
更
生
保
護
事
業
関
係
者
に
対
す
る
顕
彰
式
が

あ
り
ま
し
た
。

　

四
国
地
方
更
正
保
護
委
員
会
委
員
長
表
彰

を
吉
本
邦
利
氏
（
住
吉
）
が
、
同
更
正
保
護

女
性
連
盟
会
長
表
彰
を
山
田
民
恵
氏
（
奥
野
）

が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
日
ご
ろ
の
更
正
保
護

活
動
に
対
し
て
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
、

今
後
の
益
々
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

田中久郎 氏

　

平
成　

年　

月
の
完
成
を
目
指
し
、
浄
水
場
の
整
備
工
事

２２

１２

が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
先
立
ち
、　

月
５
日
に
工
事
の

１２

安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
工
事
は
、
現
在
、
２
箇
所
あ
る
浄
水
場
の
内
、
第
１
浄

水
場
老
朽
化
の
更
新
と
配
水
池（
貯
水
タ
ン
ク
）容
量
の
不
足

を
解
消
す
る
た
め
、
第
２
浄
水
場
西
側
敷
地
（
３
、
４
６
４

㎡
）
に
耐
震
性
の
新
浄
水
場
を
建
設
す
る
も
の
で
す
。
自
然

災
害
等
の
防
災
対
策
と
し
て
必
要
な
事
業
で
あ
り
、
ま
た
、

重
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
水
道
施
設
そ
の
も
の
を
強
固

な
も
の
と
す
る
も
の
で
す
。
祈
願
祭
で
は
、
石
川
町
長
は
じ

め
関
係
者
約　

人
が
工
事
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

４０

浄

水

場

整

備

工

事

始

ま

る
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　11月11日(日)、藍住町人権講座現地研

修で京都を訪れ、「ふしみ人権のつどい

と竹田の子守唄」についての研修会に参

加しました。 

　「ふしみ人権の集い」は、同和問題を

始め様々な人権問題の解決をめざした市

民啓発の場として1995年に開催されまし

た。しかし、ふしみ人権の集いがめざすものは、その場、その時限りの啓発では

ありません。差別を生み出している社会のシステムの変革をめざして、伏見・深

草の地から共に行動し、「人権を尊ぶ心」をすべての人々に広げていこうとする

ものです。そのつどいの中核となるのが「ふしみ人権の集い実行委員会」です。

実行委員会は、伏見区内の企業、医師会、学校、ＰＴＡ等、数多くの各種団体に

よって構成されています。私たちは、参加構成団体の多さに驚きを隠せませんで

した。 

　しかし、当初は、そのねらいとは裏腹に、人権の集いには人が集まらなかった

そうです。そこで、1998年に「楽しい会にしよう」「知りたい事をすれば人は集

まる」を合い言葉に、コンサートを中心とした運営方法の転換を図りました。そ

の大きな力となったのが、この地で歌いつがれてきた労働歌「竹田の子守唄」で

した。 

　ところで、みなさんは、「竹田の子守唄」をご存じでしょうか？　1971年に「赤

い鳥」が歌って100万枚を売り上げたあの大ヒット曲です。ところが、「在所」と

いう言葉が「被差別部落」をさす言葉として、自主規制によりメディアから流れ

なくなってしまったのです。しかし、今、この曲の元唄による啓発が積極的に行

われています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　ふしみ人権の集いでこの唄を歌うことは、部落出身であることを明らかにす

ることにつながります。しかし、改進女性部のみなさんは、差別のなかを生きぬ

いてきた先人たちの願いや思いのこもった文化としてのこの子守唄を歌い継ぐ道

を選んだのでした。お話のなかで心に残ったのは、「私たちは、この元唄を同和

問題解決のための啓発として歌っているのです。」「字もようかかんし、読めへん、

でもこうやって人様の前で唄を歌って聞いてもらえることはほんまに幸せです。」

という言葉でした。子守唄を歌ってくれた女性部のみなさんの生き生きとした表

情。そして、差別を乗り越えてきたやさしさとぬくもりを感じさせてくれたみな

さんの平均年齢は、65歳…。 

　女性部のみなさんとの出会いを通して、同和問題をはじめ様々な人権問題解決

のために行動していくことの大切さと、そのための「熱と光」をもらい、これか

らの藍住町の取り組みに生かしていくことを誓いました。 

藍住町人権教育推進協議会 運営部会　漆原　初恵 

藍住町スローガン 

「ふしみ人権の集いと竹田の子守唄」 

人権標語 
藍住東小学校児童作品 

止
め
る
ん
だ
　
笑
顔
を
う
ば
う
　
一
言
を 

６
年
　
水
口
　
恭
兵 

思
い
や
り
　
相
手
を
思
う
　
心
か
ら 

６
年
　
大
西
　
彩
加 

心
の
中
　
め
ば
え
さ
せ
る
な
　
差
別
の
芽 

６
年
　
大
岸
遼
太
郎 

断
ち
切
ろ
う
　
差
別
と
い
う
名
の
　
冷
た
い
く
さ
り 

６
年
　
多
富
　
愛
夏 

や
さ
し
さ
は
　
み
ん
な
の
心
に
　
い
つ
も
あ
る 

６
年
　
藤
木
　
拓
人 

　
竹
田
の
子
守
唄
　（
唄 

赤
い
鳥
） 

一
　
守
も
い
や
が
る
　
盆
か
ら
さ
き
に
ゃ 

　
　
雪
も
ち
ら
つ
く
し
　
子
も
泣
く
し 

二
　
久
世
の
大
根
飯
　
吉
祥
の
菜
飯 

　
　
ま
た
も
竹
田
の
　
も
ん
ば
飯 

三
　
こ
の
子
よ
う
泣
く
　
守
を
ば
い
じ
る 

　
　
守
も
い
ち
に
ち
　
や
せ
る
や
ら 

四
　
は
よ
も
行
き
た
や
　
こ
の
在
所
越
え
て 

　
　
む
こ
う
に
見
え
る
は
　
親
の
う
ち 

 

　
竹
田
の
子
守
唄
　（
元
唄
） 

○
　
こ
の
子
よ
う
泣
く
　
守
を
ば
い
じ
る 

　
　
守
も
一
日
　
や
せ
る
や
ら 

　
　
ど
し
た
い
こ
り
ゃ
　
き
こ
え
た
か 

○
　
寺
の
坊
さ
ん
　
根
性
が
悪
い 

　
　
守
り
子
い
じ
め
て
　
門
し
め
る 

○
　
守
り
が
憎
い
と
て
　
破
れ
傘
き
せ
て 

　
　
か
わ
い
い
わ
が
子
に
　
雨
や
か
か
る 

○
　
久
世
の
大
根
飯
　
吉
祥
の
菜
飯 

　
　
ま
た
も
竹
田
の
　
も
ん
ば
飯 

○
　
盆
が
き
た
か
て
　
正
月
が
来
た
て 

　
　
難
儀
な
親
も
ち
ゃ
　
う
れ
し
な
い 

○
　
は
よ
も
行
き
た
や
　
こ
の
在
所
越
え
て 

　
　
む
こ
う
に
見
え
る
は
　
親
の
う
ち 

○
　
ね
ん
ね
し
て
く
れ
　
背
中
の
上
で 

　
　
守
も
楽
な
し
　
子
も
楽
な 

　
　
　
　
　
… 

○
　
足
が
冷
た
い
　
足
袋
こ
う
て
お
く
れ 

　
　
お
父
さ
ん
帰
っ
た
ら
　
買
う
て
は
か
す 

　
　
　
　
　
… 

○
　
見
て
も
飽
き
ぬ
　
お
月
と
お
日
と 

　
　
立
て
た
鏡
と
　
わ
が
親
と 〔

全
十
四
曲
〕 

※「
ど
し
た
い
こ
り
ゃ
　
き
こ
え
た
か
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
、繰
り
返
し 
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・
町
営
住
宅
入
居
申
込
書 
… 
生
活
環
境
課

備
え
付
け

・
住　

民　

票 
… 
入
居
し
よ
う
と
す
る
方

全
員
の
分

・
所
得
証
明
書 
… 
前
年
中
の
所
得
証
明
書

　

納
税
証
明
書

受
付
場
所　

生
活
環
境
課

受
付
期
間

　
　

月　

日（
月
）〜　

日（
水
）

１２

１７

２６

　

土
、
日
、
祝
日
は
除
く

受
付
時
間

　

午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
５
時

　
※ 
ご
注
意
く
だ
さ
い                  

    
不
正
入
居
・
家
賃
滞
納
者
に
つ
い
て
、

町
営
住
宅
の
明
け
渡
し
や
家
賃
の
支
払

い
を
求
め
て
訴
訟
を
行
っ
て
い
ま
す
。

訴
訟
件
数
は
、
不
正
入
居
者
１
件
・
滞

納
者
４
件
で
内
２
件
は
強
制
執
行
し
て

い
ま
す
。

　

※ 
政
策
空
家
に
つ
い
て 

　

安
任
・
原
・
中
村
・
笠
木
・
馬
木
・

中
富
の
各
団
地
は
施
設
の
老
朽
化
等
に

よ
る
政
策
空
家
住
宅
と
し
て
、
現
在
入

居
の
募
集
を
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
政
策
空
家
住
宅
の
今
後
の
計

画
に
つ
い
て
は
未
定
で
す
。

　●問
 
 
生
活
環
境
課
住
宅
係

（
�
６
３
７
・
３
１
１
６
）

町
営
住
宅
補
充
入
居
者
募
集

○
募
集
住
宅　

敷
地
団
地
（
２
戸
）

間
取
り　

和
室
６
帖
・
和
室
４
帖
半
・
洋
室

３
帖
・
台
所
・
浴
室
・
ト
イ
レ
有
り

　
　

（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
無
し
）

家　

賃

　

８
、５
０
０
円 
〜 
１
４
、４
０
０
円

敷　

金　
　

家
賃
の
３
か
月
分

※ 
希
望
者
が
多
い
場
合
は
抽
選
に
な
り
ま

す
。

入
居
条
件　

同
居
親
族
が
あ
り
、
法
に
定
め

る
基
準
以
下
の
所
得
で
、
住
宅
に
困
窮
し

て
い
る
明
ら
か
な
事
由
が
あ
り
、
町
税
等

の
滞
納
の
な
い
世
帯

入
居
申
し
込
み
に
必
要
な
書
類

職
務
内
容　

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
関
す
る
業
務
全
般

採
用
人
数　

若
干
名

採
用
試
験

　

１
次
試
験　

平
成　

年
２
月
中
旬

２０

　
　
　
　
　
　

一
般
教
養
、
論
文

　

２
次
試
験　

平
成　

年
３
月
上
旬

２０

　
　
　
　
　
　

面
接
（
１
次
試
験
合
格
者
）

採
用
時
期　

平
成　

年
４
月
１
日
か
ら

２０

（
試
用
期
間
有
り
）

採
用
資
格　

昭
和　

年
４
月
２
日
〜
平
成
２

５４

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

受
付
期
限　

平
成　

年
１
月　

日
（
木
）

２０

３１

応
募
方
法　

受
付
期
限
ま
で
に
、
履
歴
書

　

（
写
真
貼
付
）
を
エ
ー
ア
イ
テ
レ
ビ
（
株
）
宛

に
郵
送

　

そ
の
他
の
方
法
で
の
応
募
は
受
付
ま
せ
ん
。

●問
 
 
エ
ー
ア
イ
テ
レ
ビ
株
式
会
社

　
  
東
中
富
字
朏
傍
示　

―
４

15

（
�
６
９
２
・
８
２
２
３
）

　

新
規
教
室
開
催
の
お
知
ら
せ

　
　

初
級
ラ
ー
ジ
卓
球
教
室

日　

時　

平
成　

年
１
月　

日
か
ら

２０

１２

　
　
　
　

毎
週
土
曜
日　

午
後
１
時
〜
３
時

エ
ー
ア
イ
テ
レ
ビ
株
式
会
社

職　

員　

募　

集

場　

所　

体
育
セ
ン
タ
ー

対
象
者　

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
個
人
会
員

※
木
曜
日
の
初
級
ラ
ー
ジ
卓
球
教
室
と
重
複

受
講
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
開
始
日　
　

月　

日
（
月
）　

１２

１７

　
　
　
　
　
　

先
着
順
（
電
話
申
込
可
）

募
集
人
員　
　
　

人
（
新
規
申
込
優
先
）

20

●申
 

・
●問
 
 
あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
�
６
９
２
・
５
０
０
０
）

ス
キ
ー
教
室
＆
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
体
験　
 

 　
　

（
岡
山
県 
恩
原
ス
キ
ー
場
）

　
 

　

◎
初
級
ス
キ
ー
教
室
コ
ー
ス

　
　

（
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
指
導
）

　　

◎
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
体
験
コ
ー
ス 

　
　

（
初
め
て
の
方
が
対
象
で
す
）

　　

◎
フ
リ
ー
コ
ー
ス

　
　

（
自
由
に
楽
し
め
る
コ
ー
ス
で
す
）

　　
●
実

施

日　

平
成　

年
１
月　

日
（
土
）

２０

２６

●
出
発
時
間　

午
前
５
時　

分
３０

　
　
　
　
　
　

プ
ー
ル
跡
駐
車
場

●
参
加
資
格　

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
全
会
員

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。
ま
た
は
教

室
に
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

●
募
集
人
数　
　

人（
先
着
順
）

３６

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
か
ら
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●
参 
加 
費

　

幼
稚
園
以
上
小
学
生
以
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
、
５
０
０
円

　

中
学
生
以
上　
　
　
　
　

５
、
５
０
０
円

●
申
込
期
間

　
　

月　

日（
月
）〜

１２

１７

　
　
　
　
　
　
　

平
成　

年
１
月　

日（
土
）

２０

１２

●申
 

・
●問
 
 
あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
�
６
９
２
・
５
０
０
０
） 

み
ん
な
で
歩
こ
う
会

　
　
　

第
九
の
里
を
訪
ね
よ
う
！

※
今
回
は
ド
イ
ツ
館
へ
行
き
ま
す
。
約　

㎞
１０

の
コ
ー
ス
で
す

※
ド
イ
ツ
館
で
昼
食
を
取
り
ま
す
。
入
館
す

る
人
は
個
人
負
担
で
お
願
い
し
ま
す
。

日　
　

時　
　

月　

日
（
日
）

１２

１６

　
　
　
　
　

９
時　

分
〜
正
午
（　

時
出
発
）

４５

１０

集
合
場
所　

緑
の
広
場
・
管
理
棟
前

参

加

費　

３
０
０
円
（
保
険
料
）

☆
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
個
人
会
員
は
無
料

＊
９
時　

分
よ
り
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
を
し
ま

４５

す
。

＊
毎
月
第
３
日
曜
日
に
歩
い
て
い
ま
す
。
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●問
 
 
あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　

（
�
６
９
２
・
５
０
０
０
）

「
放
送
大
学
」4
月
入
学
生 

　

大
学
教
育
で
生
涯
学
習
を
始
め
ま
せ
ん
か
。

多
忙
な
方
も
定
年
退
職
の
方
も
、「
知
る
喜

び
」
を
感
じ
な
が
ら
、
一
科
目
か
ら
マ
イ

ペ
ー
ス
で
学
べ
ま
す
。

○
親
と
子
の
あ
り
方
、
仕
事
、
生
活
、
教

養
、
自
分
発
見
等
に
役
立
て
る
。
大
卒

資
格
取
得
。
授
業
は
衛
星
放
送
や
テ
ー

プ
で
視
聴
。
全
国
で　

万
人
在
学
。

１０

募
集
期
間

　
　

月　

日（
土
）
〜

１２

１５

　
　

平
成　

年
２
月　

日（
金
）（
必
着
）

２０

２９

募
集
要
項
請
求
・
●問
 
 
放
送
大
学
徳
島

学
習
セ
ン
タ
ー
（
�
6
0
2
・
0
1
5
1
）

こ
こ
ろ
の
相
談
窓
口

 　

一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
●
こ
こ
ろ
の
病
気
・
ス
ト
レ
ス
・
悩
み
な
ど

・
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

「
こ
と
じ
」　
　
   
（
�
６
９
４
・
６
６
０
６
）

「
オ
リ
ー
ブ
の
木
」（
�
６
８
５
・
５
５
２
４
）

・
保
健
セ
ン
タ
ー
（
�
６
９
２
・
８
６
５
８
）

 
●
精
神
障
害
者
家
族
会
・
作
業
所
に
つ
い
て

・
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

「
す
み
れ
・
あ
い
ず
み
作
業
所
」

　
　
　
　
　

（
�
6
9
3
・
0
0
3
2
）

入校選考日申込先申込期間募　集　訓　練　科校　　　名

平成２０年
１月３１日（木）
午前１０時から

入校志望のテ
クノスクー
ル・公共職業
安定所

平成２０年
1月１５日（火）
　　　まで

金属技術科・アパレル技術科・インテリア
木工科・理容科・美容科・電子機器科（＊）

徳島テクノスクール
（� 6 3 1・1 4 7 4）

塗装科・メカニカル技術科（＊）鳴門テクノスクール
（� 6 8 6・4 7 5 2）

車両メンテナンス科・建築科・電気工事科（＊）
西部テクノスクール
（�0883・62・3067）

平成２０年
３月１９日（水）
午前１０時から

居住地を所管
する各公共職
業安定所

平成２０年
２月１日（金）

～
３月５日（水）

ＯＡ処理科
阿南テクノスクール
（�0884・26・0250）

設備施工科
西部テクノスクール
（�0883・62・3067）

※は高卒以上対象科　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●問   県雇用能力開発課（� 621・2351）

県立テクノスクール４月入校訓練生募集

プール跡駐車場　　　板野IC　　　府中湖SA　　　高梁SA 

　院庄IC　　恩原スキー場　　スキー教室（昼食）スキー教室 

　スキー場　　奥津道の駅　　院庄IC　　　高梁SA　　 

　府中湖SA　　　板野IC　　　プール跡駐車場 

日　　　　　程 

5：30発 5：40 6：20 6：30 7：30

8：10 9：00着 10：00 12：00 13：00 15：00

16：20発 16：40 17：00 18：00 18：1017：30

19：10 19：20 19：50 20：00

7：40

相

談

 



13 　　　　  No.761 ■ 広報あいずみ

保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら

平
成　

年
度

１９

健
康
づ
く
り
野
菜
ア
イ
デ
ア

料
理
最
優
秀
作
品

　

野
菜
を
多
く
取
り
入
れ
た
、
子
ど
も
た
ち

の
ア
イ
デ
ア
料
理
を
町
Ｈ
Ｐ
で
紹
介
し
て
い

ま
す
。
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
参
考
に
し
て

く
だ
さ
い
。

★
ス
ピ
ー
ド
ク
ッ
キ
ン
グ
部
門

　

に
ん
じ
ん
の
な
ん
ち
ゃ
っ
て
焼
き
そ
ば

秋
永　

凪
咲
（
西
小
１
年
）

★
野
菜
た
っ
ぷ
り
部
門

　

皿
ソ
ー
メ
ン　

三
原　

楓
生
（
西
小
５
年
）

★
菜
っ
ぱ
大
好
き
部
門

　

水
菜
の
チ
ャ
ー
ハ
ン

横
山　

峻
介
（
南
小
３
年
）

　

阿
波
歴
史
体
感
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

「
い
に
し
え
夢
街
道
」
推
進
事
業

室
町
ロ
マ
ン
か
ら
藩
政
へ
の
み
ち

〜
守
護
町
勝
瑞
か
ら

　
　

城
下
町
徳
島
へ
〜

【
特
別
企
画
展
】

「
天
正
の
落
日
と
曙
光

　

ー
守
護
町
勝
瑞
か
ら
城
下
町
徳
島
へ
ー
」

開
催
期
間　
　

月
４
日
（
火
）
〜

１２

　
　
　
　
　

平
成　

年
１
月　

日
（
日
）

２０

２７

※
休
館
日

　

毎
月
曜
日（　

月　

日
・
１
月　

日
は
開
館
）

１２

２４

１４

　
　

月　

日（
火
）・
１
月　

日（
火
）・　

月

１２

２５

１５

１２

　

日
〜
１
月
４
日
開
催

２８
会　

場　

徳
島
市
立
徳
島
城
博
物
館

入
館
料　

大
人　
　
　
　
　

3
0
0
円

　
　
　
　

高
校
・
大
学
生　

2
0
0
円

【
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】

「
守
護
町
・
城
下
町

　

文
化
遺
産
は
地
域
を
活
か
す
」

日　

時　

平
成　

年
１
月　

日
（
月
）

２０

１４

　
　
　
　

午
後
０
時　

分
〜
５
時

２０

会　

場　

県
郷
土
文
化
会
館
４
階
大
会
議
室

参
加
費　

無
料

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

伊
藤
正
義
氏
（
鶴
見
大
学
）

パ
ネ
リ
ス
ト

　

仁
木　

宏
氏
（
大
阪
市
立
大
学
）

　

薮
田　

貫
氏
（
関
西
大
学
）

　

重
見
高
博
氏
（
藍
住
町
教
育
委
員
会
）

　

三
宅
良
明
氏
（
徳
島
市
教
育
委
員
会
）

　

菅
原
康
夫
氏
（
徳
島
県
教
育
委
員
会
）

　

徳
島
城
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
友
の
会

　
【
記
念
講
演
】

「
天
正
の
落
日
と
曙
光

　

ー
守
護
町
勝
瑞
か
ら
城
下
町
徳
島
へ
ー
」

日　

時　

平
成　

年
１
月　

日
（
日
）

２０

１３

　
　
　
　

午
後
１
時
か
ら

会　

場　

徳
島
市
立
徳
島
城
博
物
館

聴
講
料　

徳
島
城
博
物
館
の
入
館
料
が
必
要

講　

師  
伊
藤
正
義
氏
（
鶴
見
大
学
）

【
連
続
講
座
】

○
日
時　
　

月　

日
（
土
）

１２

２２

　
　
　
　

午
前　

時　

分
〜
正
午

１０

３０

　

演
題　

「
中
世
の
民
衆
文
化
」

　

講
師　

長
谷
川
賢
二
氏
（
徳
島
県
立
博
物
館
）

　

演
題　

「
戦
国
期
の
城
郭
ー
三
好
氏
か
ら

蜂
須
賀
氏
へ
ー
」

　

講
師　

辻
佳
伸
氏
（
徳
島
県
教
育
委
員
会
）

○
日
時　

平
成　

年
１
月
６
日
（
日
）

２０

　
　
　
　

午
前　

時　

分
〜
正
午

１０

３０

　

演
題　

「
蜂
須
賀
家
の
町
づ
く
り　

城
下
町
徳

島
の
成
立
」

　

講
師　

根
津
寿
夫
氏

　
　
　

（
徳
島
市
立
徳
島
城
博
物
館
）

　

演
題　

「
徳
島
城
下
町
を
掘
る
」

　

講
師　

勝
浦
康
守
氏
（
徳
島
市
教
育
委
員
会
）

○
日
時　

平
成　

年
１
月　

日
（
日
）

２０

１９

　
　
　
　

午
前　

時　

分
〜
正
午

１０

３０

　

演
題　

「
常
三
島
遺
跡
か
ら
見
る
徳
島
城

下
町
の
一
断
面  
―
安
宅
島
初
期
船
置

所
を
中
心
に
―
」

　

講
師　

定
森
秀
夫
氏

　
　
　

（
徳
島
大
学
埋
蔵
文
化
財
調
査
室
）

会　

場　

徳
島
市
立
徳
島
城
博
物
館

聴
講
料　

徳
島
城
博
物
館
の
入
館
料
が
必
要

【
文
化
財
愛
護
ポ
ス
タ
ー
展
】

開
催
期
間　
　

月　

日
（
水
）
ま
で

１２

１９

会　
　

場　
 
徳
島
市
立
徳
島
城
博
物
館

●問
 
 
県
教
育
委
員
会
文
化
財
課

（
�
6
2
1
・
3
1
6
4
）

   
財
団
法
人　

県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

（
�
6
7
2
・
4
5
4
5
）

   
徳
島
市
立
徳
島
城
博
物
館

（
�
6
5
6
・
2
5
2
5
）
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図
書
館
の
行
事

　

★
お
は
な
し
会

　

毎
週
日
曜
日　

午
後
２
時
か
ら  

★
あ
か
ち
ゃ
ん
絵
本
の
読
み
き
か
せ
会  

　

毎
月
第
２
、
第
４
水
曜
日 

　
　

月　

日（
水
）、
１
月
9
日（
水
） 

12

26

　

午
前　

時　

分
か
ら　

10

30

★
井
隈
読
書
会　

　

１
月　

日（
木
）　

午
前　

時 
か
ら

10

10

〈
１
月
の
課
題
図
書 
〉

　

「
ま
ぶ
ら
い
の
島 
」　

竹
内
紘
子  
著

●
休
館
日

 
毎
週
月
曜
日

 
・
図
書
整
理
日
…
…
…
…
…　

／　

（
木
）

12

20

 
・
年
末
年
始
の
休
館
日

　
　
　

…
… 　

／　

（
土
）
〜 
1
／
4（
金
）

12

29

・
成
人
の
日
の
振
替
休
日
…
…
1 
／　

（
火
）

15

●問
 
 
図
書
館
（
� 
6
9
2
・
0
0
7
0
）

１
月　

藍
の
館
新
春
イ
ベ
ン
ト

●
琵
琶
楽
に
親
し
む
つ
ど
い　

新
春
演
奏

各
週
行
事　

第
１
日
曜
日

　
　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
3
時

10

主
催　

絃
翠
琵
琶
の
会
・
小
林
和
子
先
生
ほ
か

●
藍
住
中
学
校
児
童
美
術
展

日
時　

平
成　

年
1
月　

日（
木
）
〜 　

日（
水
）

20

10

30

　

子
ど
も
に
よ
る
書
道
・
手
芸
・
焼
物
・
水

彩
画
な
ど
の
展
示
を
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

●
古
典
・
虚
無
僧
の
尺
八
演
奏
学
習

各
週
行
事　

第
２
日
曜
日　

午
前　

時
〜
午

10

後
３
時　

平
松
宗
哲
先
生

●
琴
演
奏
と
体
験
会　

別
所
都
梢
光
先
生
他

各
週
行
事　

第
３
日
曜
日

　
　
　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

10

●
三
味
線
合
奏
民
謡
の
し
ら
べ
体
験
会

各
週
行
事　

第
４
日
曜
日

　
　
　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

10

　

邦
楽
の
弦
楽
器　

日
本
の
伝
統
音
楽
を
ご

観
賞
体
験
く
だ
さ
い
。

●問
 
 
藍
の
館
（
� 
6
9
2
・
6
3
1
7
）

　
　

月
７
日
、
町
民
シ
ア
タ
ー
で
人
権
問

１２
題
講
演
会
・
人
権
学
習
発
表
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

学
習
発
表
会
で
は
、
西
小
学
校
６
年
生

児
童
が
「
藍
を
誇
り
に
」
を
演
題
に
、
藍

染
め
を
通
じ
て
感
じ
た
友
情
の
大
切
さ
な

ど
を
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
発
表
。
ま
た
東

中
学
校
の
生
徒
が
人
権
劇
と
し
て
「
お
こ

り
じ
ぞ
う
」
を
演
題
に
、
戦
争
か
ら
平
和

を
学
び
、
そ
れ
を
伝
え
て
い
く
こ
と
の
大

切
さ
な
ど
を
表
現
し
ま
し
た
。

　

ま
た
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
で
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン

グ
ラ
イ
タ
ー
で
も
あ
る
、
南
修
治
氏
が

「
あ
り
の
ま
ま
の
あ
な
た
が
す
ば
ら
し

い
」
と
題
し
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。「
子

ど
も
の
あ
り
の
ま
ま
を
受
け
入
れ
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。
非
行
や
不
登
校
な
ど
の

問
題
行
動
と
し
て
見
え
て
い
る
背
後
に
は

何
か
原
因
が
あ
る
。
目
に
見
え
な
い
気
持

ち
を
く
み
取
っ
て
あ
げ
て
ほ
し
い
。
そ
し

て
子
ど
も
の
前
を
歩
く
親
自
身
が
、
幸
せ

な
人
生
を
歩
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た　

月
４
日
か
ら　

日
ま
で
の
人
権

１２

１０

週
間
の
期
間
、
町
民
ホ
ー
ル
で
は
町
内
幼
、

小
、
中
学
校
の
児
童
、
生
徒
の
作
品
展
示

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
は
す
べ
て
の
人
に
法
的
に
認
め
ら

れ
る
権
利
で
あ
り
、
誰
も
が
幸
せ
に
生
き

る
た
め
に
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

で
す
。
相
手
の
立
場
に
立
ち
、
お
互
い
を

認
め
合
う
心
が
他
人
だ
け
で
な
く
、
自
分

の
権
利
を
守
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
町
民

一
人
ひ
と
り
が
人
権
に
つ
い
て
の
正
し
い

知
識
と
理
解
を
深
め
、
人
権
尊
重
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

あ
ら
ゆ
る
差
別
や
偏
見
を
な
く
し
、

　
　
　

誰
も
が
豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い
社
会
へ

森
を
木
づ
か
う

　
　

住
宅
資
金
貸
付
制
度

ー
認
証
木
材
を
使
用
し
て
新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム

　

さ
れ
る
方
に
金
利
優
遇
を
実
施
し
ま
す
ー

　

県
内
で
生
産
さ
れ
た
木
材
が
た
く
さ
ん
利
用

さ
れ
る
こ
と
で
、
県
土
の
保
全
や
地
球
温
暖
化

防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。
あ
な
た
の
「
木
づ
か

い
」
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
貸
付
の
内
容

〔
上
限
金
額
〕

　

認
証
木
材
使
用
住
宅
（
新
築
・
建
売
） 

2
、
0
0
0
万
円

　

認
証
木
材
使
用
リ
フ
ォ
ー
ム

（
リ
フ
ォ
ー
ム
・
増
改
築
）
9
0
0
万
円

〔
貸
付
金
利
〕　

　

2
・
3
％
（
平
成　

年　

月
時
点
：
金
利
は
金

１９

１０

融
情
勢
に
よ
り
変
動
す
る
場
合
あ
り
）

〔
そ
の
他
〕　

　

各
取
扱
金
融
機
関
の
定
め
に
よ
り
ま
す

受
付
期
限　

平
成　

年
３
月　

日

２０

３１

●問
 
 
県
農
林
水
産
部
林
業
振
興
課
木
材
生
産

流
通
担
当
（
�
6
2
1
・
2
4
4
8
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

南　修治氏
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こんにちは赤ちゃん こんにちは赤ちゃん こんにちは赤ちゃん 11月 おくやみ申し上げます おくやみ申し上げます おくやみ申し上げます 

いきいきサロンのご案内 

11月 

藍住歌壇  
深
み
ゆ
く
秋
の
夜
長
を
た
わ
む
れ
に
碁
石
並
べ
て
夫
と
き
そ
い
ぬ 

岡
田
　
博
子 

ふ
る
里
の
小
高
き
山
の
鐘
の
音
正
午
の
刻
が
風
に
の
り
く
る 

山
本
　
藍
香 

う
す
紅
の
さ
ざ
ん
か
庭
に
ほ
こ
ろ
び
て
小
春
日
和
の
や
さ
し
さ
に
居
り 

木
元
　
由
美 

松
明
は
己
が
焔
を
競
う
が
に
薪
能
の
夜
は
浄
ま
り
更
く
る 

青
木
み
ど
り 

わ
が
住
め
る
町
の
橋
上
飛
ぶ
か
も
め
母
な
る
海
へ
も
ど
る
夕
刻 

四
宮
　
千
代 

し
あ
わ
せ
に
な
れ
る
保
障
は
な
い
け
れ
ど
希
望
は
欲
し
い
白
米
を
炊
く 

永
田
　
　
愛 

秋
雨
に
ぴ
ん
と
張
る
葉
の
色
冴
え
て
雁
来
紅
の
紅
は
滴
る 

大
塚
　
　
容 

口
に
の
ぼ
る
愚
痴
は
お
お
よ
そ
些
事
に
し
て
深
き
泉
を
の
ぞ
く
こ
と
な
し 

山
本
枝
里
子 

地域の子どもは、
地域で守り育てましょう
　子どもは、私たちの宝です

　　藍住町青少年健全育成会議

　　藍住町民生児童委員協議会

　　板野西部青少年補導センター

　地域の皆さんが健康で活力ある生活を送れるよう、健康チェックや

健康体操、お話、レクリエーション等の内容で各地域老人憩の家で開

催しますので、お気軽にご参加ください。

内　　容場　　所時　　間曜日開催日

健康チェック
筋力アップ体操江ノ口老人ルーム午前9時３０分～１１時水12月19日

健康チェック
筋力アップ体操
カラオケ

徳命老人憩の家午後１時～2時３０分水12月19日

健康チェック
歌声サロン東中富老人憩の家午後1時３０分～３時金12月21日

健康チェック
筋力アップ体操西部老人憩の家午後1時３０分～３時火  1月  8日

年齢・住所に関係なく、ご都合のよい会場にお越し

ください。

内容：健康チェック（お話・体操・レクリエーション

　　　等）を行っています。

●問   社会福祉協議会 （� 692・9951）

　　保健センター（� 692・8658）

（住　　所）（母）（父）（性別）（ふりがな）（子の氏名）

矢上字安任一惠・雄介女（そ　ら）澄空�山 

住吉字神蔵真樹・真女（む　く）椋内村

奥野字矢上前さゆり・拓也男（そうた）颯太山尾

東中富字西傍示利美・匡男（しゅん）旬坂野

奥野字乾あゆみ・健次男（こうじ）康次長倉

乙瀬字東新田さおり・正和女（あやみ）彩心後藤

住吉字神蔵かおる・匡亨女（かずな）和奈増田

東中富字権現傍示友美・誠女（ももか）桃佳大寺

矢上字西あや・祐輔男（ひびき）枇々晃宮浦

勝瑞字東勝地英美・正史男（かつき）克希宮崎

徳命字前須東美幸・直樹男（き　ら）稀來 安永

矢上字北分愛・晃明男（ゆうと）悠斗鴻池

住吉字若宮由香里・文士女（ゆ　う）由羽山側

徳命字新居須寿子・正行男（たくま）拓磨平岡

乙瀬字青木友香・尚大
男（そうや）颯躍上川

男（ひろや）�躍

住吉字江端零香・良充男（ふうが）楓�藤井

東中富字権現傍示千栄美・裕昭男（りくと）陸天尾田

東中富字敷地傍示香澄・利康女（え　り）恵利�橋 

（住　　所）（年　齢） （氏　名）

矢上字川向歳８５河野　政子

住吉字神蔵歳７４尼寺　勲

奥野字和田歳５１安積　敬治

住吉字江端歳９９吉田　リヱコ

徳命字新居須歳９０渡邉　實 

奥野字長江口歳８５�橋　�枝

乙瀬字江口歳９２矢野　イワ子

富吉字穂実歳８１岡田　ヤス子

奥野字矢上前歳５０田川　茂幸

奥野字猪熊歳９２天谷　覺法 

住吉字神蔵歳６２郡　八朗

富吉字富吉歳８４堀江　新吉

矢上字原歳５６田岡　恒春

徳命字新居須歳７５三好　フミ子
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増田クリニック 
TEL：088－693－3020
藍住町役場東500m

●診療科目：内科・循環器科・心臓血管外科 

12月30日～１月３日までは、年末年始のため休診とさせていただきます。 

月 

○ 

○ 

火 

○ 

○ 

水 

○ 

○ 

木 

○ 

金 

○ 

○ 

土 

○ 

診療時間 

午前9：00～12：30 

午後2：30～ 6：30 5：30 
まで 

たなもと耳鼻咽喉科 
　　　　 クリニック 

TEL 088-683-3987（サンキューハナ） 

●携帯電話 インターネットから順番予約 

診療科目：耳鼻咽喉科・アレルギー科・気管食道科・小児科 

診療時間 月 火 水 木 金 土 

じ び いん こう か 

マルナカ成長店　南200m  エネオスはいる 

get1052@paa. jpへ空メール 

  8：45～12：00 

14：30～18：30
西條北島線 

はなまるうどん 

マルナカ成長店 

陸運局 

エネオス 
GS

サティア 

四国三郎橋 

N

徳島環状線 

洋服の青山 

たなもと 
耳鼻咽喉科 

12月30・31日　１月１・２・３日 
休診させていただきます。 

確　　　　　認　　　　　先

掲載ページ
AIテレビ
の放送　

HPの掲載
担当課へのお問い合わせ

記　　事　　名
電話番号担　当　課

6ページ○637・3114福 祉 課平成20年度保育所入所申込受付

６ページ○○637・3114福 祉 課福 祉 手 当

4ページ○637・3128教育委員会成 人 式

広報あいずみは、新聞折り込み・郵送でお届け
しています。
もし、ご近所で広報が届いていないお宅があ
りましたら企画調整課（�637・3124）まで
お知らせください。

広報あいずみ 毎月15日新聞折り込みで
AIテレビ 静止画放送
町政だより 毎月第１木曜日徳島新聞に掲載
ホ－ムペ－ジ　URL  http://www.town.aizumi.tokushima.jp
　　　　　　E-mail  aizumi@town.aizumi.tokushima.jp

ま
ち
の
情
報
は

仕事はじめ仕事おさめ

１月４日（金）１２月２８日（金）
役場窓口業務
　戸籍関係の届出（出生・死亡等）は当直者が受け付けます。

１月４日（金）
午前８時３０分から

１２月２８日（金）
午後１０時まで

自動交付機
　住民票・印鑑証明

南地区　１月７日（月）
北地区　１月４日（金）

南地区　１２月３０日（日）
北地区　１２月２８日（金）

ごみ収集
　いずれも燃やせるごみについてのお知らせです。その他については
「ごみ収集カレンダー」をご覧ください。

１月４日（金）１２月２８日（金）し尿の取り扱い

１月５日（土）１２月２７日（木）コミュニティセンター

１月５日（土）１２月２７日（木）
町民体育館
体育センター

１月４日（金）１２月２８日（金）
勤労女性センター
勤労青少年ホーム
福祉センター

１月４日（金）１２月２７日（木）藍翠苑

１月５日（土）１２月２８日（金）町立図書館

１月２日（水）１２月２７日（木）藍住町歴史館「藍の館」

役役役役役役役役役役場場場場場場場場場場業業業業業業業業業業務務務務務務務務務務年年年年年年年年年年末末末末末末末末末末年年年年年年年年年年始始始始始始始始始始ののののののののののおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知ららららららららららせせせせせせせせせせ役場業務年末年始のお知らせ


